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課題名：ワクモの殺虫剤に対する感受性は農場によって異なる

［要約］ワクモの市販殺虫剤に対する感受性を調査した結果、感受性は地域性によるもので

は無く、採取した農場によって大きく異なる。調査した農場で、過去ならびに現在使用して

いる殺虫剤の大半に感受性の低下が認められる。
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実施機関名 （主査） 畜産総合研究センター 生産技術部 養豚養鶏研究室

（協力機関）

（実施期間） 2004年度

［目的及び背景］

昨年野外で一般的に使用されている数種殺虫剤の原体を用い、１農場で採取されたワクモについ

て感受性を検討した結果、感受性の低下が確認された。今年度は千葉県を中心に約30農場で採取さ

れたワクモについて薬剤感受性を試験し、各農場における効果的な薬剤の選択を検討した。

［成果内容］

カーバメート系殺虫剤カルバリル、BPMC、プロポクスル、ピレスロイド系殺虫剤フルメトリン、

シフルトリン、有機リン系殺虫剤フェニトロチオン、ジクロルボスの市販殺虫剤7剤を用い、室内試

験を実施した。表は千葉県の成績のみを抜粋した（表1～ 3）

1．ワクモに対する薬剤の感受性は、地域的な差では無く、農場によって大きく異なった。

2．過去に使用した薬剤ならびに現在長期に使用している薬剤、また同農場でワクモ以外の衛生害虫

に用いている薬剤は、ワクモに対して感受性の低下がみられるだけではなく、なかには全く効果の

認められないものあった。

3．今回試験した農場の大半で、ほとんどの薬剤に感受性の低下が認められた。

4．効果的な薬剤の選択には、使用薬剤の履歴を明確に把握する必要がある。

5．同一薬剤のみの使用は、感受性の低下を早めるため、系統の違う薬剤を交互に使用する事が望ま

しい。
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